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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

韓国のヘルスツーリズムは、温泉に代表される日本のものとは異なり、医療・韓方・

美容などと連携した医療 ･治療型が中心となっており、その具体的な展開内容が特徴的で

あると言える。このような韓国のヘルスツーリズムの展開は、韓国社会が持っている歴

史的・文化的背景によるところが大きいことが認められる。  

そこで、本研究は韓国社会が持っている歴史的・文化的背景をたどり、韓国のヘルス

ツーリズムにおいて、健康・美容に関する伝統的認識が現在の健康・美容認識にいかに

影響を与え、それがヘルスツーリズムにいかに反映されているかを明らかにすることで、

ヘルスツーリズムにおける観光動機を社会心理学的視点から説明しようとするものであ

る。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔ヘルスツーリズム   〕 〔健康・美容認識 〕 〔健康・美容関連行動 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

本研究は、韓国のヘルスツーリズムにおいて、健康・美容に関する伝統的認識が現在の

健康・美容認識にいかに影響を与え、それがヘルスツーリズムにどのように反映されてい

るかを明らかにすることを目的としている。その具体的な成果は以下の通りである。  

 

第一に、ヘルスツーリズムにおける健康要素と美容要素の位置づけを明らかにした。

ヘルスツーリズムにおける健康要素と美容要素の活用を把握するため、健康と旅行のかか

わりを歴史的にとらえるとともに、ヘルスツーリズムの現状における健康・美容要素の取

り組みを考察した。その結果、洋の東西を問わず、古くから温泉の利用がみられ、治療の

ための旅行が行われていた。ヘルスツーリズムにどのような健康・美容要素が取り入れら

れているは、国によって異なるものの、健康・美容要素はいずれもヘルスツーリズムを構

成する重要な要素であることが認められ、観光行動において健康・美容要素がどのよう に

位置づけられているかが把握された。観光行動を生起させる心理的原動力として観光動機

があり、観光動機は「信念」と「欲求」から構成される。特に信念は、欲求と比べて態度

の変容により大きな影響を与える重要な動機であり、経験と知覚によって形成される。観

光動機の重要な要素である信念をヘルスツーリズムの観光動機に適用してみると、ヘルス

ツーリズムにおいては健康・美容に関する信念が重要な観光動機といえる。また、健康・

美容に関する信念は歴史的にみられる思想や文化に影響されていることがうかがえる。つ

まり、健康・美容に関する信念を歴史的視点から考察する必要があることが確認された。 

 

第二に、ヘルスツーリズムと健康・美容意識との関係について多角的に考察した。まず、

西洋と東洋における健康・美容関連史を概観した。東洋では、原因結果論を重視する西洋

とは異なって、全体部分論をもとに全体の秩序と均衡をとることで健康が維持できると考

えられていた。西洋の場合、心身二元論にもとづいた機械論的健康観は、20 世紀ごろから

健康の社会的側面も重視するようになり、総体的健康観に変わったのに対し、東洋では、

一貫して心身一元論にもとづいた有機論的健康観を持っていた。美容において、古今東西

を問わず、古代の化粧や装いなどの美容行為は呪術的かつ迷信的意味を持っており、外部

の刺激から身を守り、寒さや暑さなどの気候的環境から体を保護するものであった。西洋

の場合、健康によい均整美と、健康を考慮していない偽りの美が共存した。美容を医学の

対象として扱い、化粧や薬剤処方、魔術の混在する美容法が 20 世紀にいたるまで継承さ

れていたものの、現在は健康を考慮した美を追求している。東洋の場合、絶対的な中心的

役割を果たしていたのは中国であり、陰陽五行思想にもとづいた色彩を使用するととも

に、儒教にもとづいた内的な美が求められた。このように、健康と美容は、そのはじまり

が身体保護や健康維持であり、現在においても健康を考慮した美容が重視されていること

から、健康と美容が深くかかわっていることが認められた。  

 

第三に、日韓のヘルスツーリズムの関係者への聞き取り調査と関連パンフレットの内容

の比較分析によって、韓国のヘルスツーリズムにおける健康・美容関連行動の特徴を明ら

かにした。韓国のヘルスツーリズムにみられる健康・美容関連行動の特徴として以下の３

点を挙げることができる。第一は、韓方医療が多くみられる点である。治療分野と美容分

野の双方において、伝統医療である韓方の活用が目立つ。韓方治療はもちろん、美容施術

においても、針や薬剤などを用いたダイエット、マッサージ、スキンケアから韓方美容整

形まで、多様な韓方美容施術が行われている。第二は、小規模の個人病院や一般美容施設

の活用が多くみられる点である。医療において、大学病院のみならず、小規模の個人病院

での治療・施術が多くみられる。また、美容において、ホテルや観光施設に付属している

美容施設だけではなく、チムジルバン (韓国式銭湯 )、汗蒸幕 (韓国式サウナ )、アカスリな

ど、日常生活の中での美容施設の活用が多い。第三は、美容分野においてより多様な医療

技術が活用されている点である。具体的には、美容整形外科、皮膚科、歯科などの専門的

医療が美容関連行動に用いられている。  
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研究成果の概要 つ づき  

第四に、史料、新聞、文献の分析によって韓国の健康・美容に関する行動を歴史的に

考察した。古代・中世と近世は韓国の三大正史である『三国史記』、『高麗史』、『朝

鮮王朝実録』を中心とし、『三国遺史』や歳時記、風俗画などの関連史料も参考にしな

がら分析を行った。近代については、既存研究と当時の新聞を用いることで、健康・美

容関連行動に関する諸事象を考察した。健康関連行動において、古くから本草学が比較

的重視されており、中国から伝来した漢方をもとに韓国固有の韓方が生まれ、韓方が広

く普及していた。韓方は薬膳および補薬をはじめ、沐浴、治療まで多様な形で用いられ

ていた。また、美容関連行動において、古くから韓国独特の霊肉一致思想が広がってお

り、内面の美と外面の美を同視する考え方が生まれた。霊肉一致思想による美容へのこ

だわりは化粧や服飾などに多くみられる。  

 

第五に、社会心理学的視点から韓国における健康・美容に関する伝統的認識や、現代

における健康・美容認識、ヘルスツーリズムにみられる健康・美容認識を明らかにした。

なお、これらの分析は健康信念理論を手がかりとする。まず、韓国の健康・美容関連行

動の歴史的事象にみられる伝統的な健康・美容認識を分析した。その結果、健康関連行

動において、迷信的医療が広まっていた時代から韓方への信頼が強く、治療効果への期

待が高いとともに、日常生活での養生が一般化されており、健康信念理論でいうところ

の「主観的疾患重度 (病気の結果をどの程度深刻に受けとめてい るかという重篤性の認

知 )」と「主観的利得 (ある行動をすれば、どの程度の予防効果や改善効果が期待できる

と思っているかという個人の認識 )」が高いことがうかがえた。美容関連行動において、

当時の女性は美への強い欲求や期待を持っており、美に怠慢な態度はすぐ醜い容貌につ

ながると考えており、「主観的罹患可能性 (自分がその病気にかかりやすいと思うかどう

かという個人の病気への感受性の認知 )」と「主観的利得」が強いと判断された。  

次に、現代における韓国の健康・美容認識の分析においては、日韓大学生を対象とし

たアンケート調査を実施し、韓国の特徴を浮き彫りにした。その結果、健康認識におい

て、韓国の場合は日本に比べて「主観的疾患重度」と「主観的利得」が強く、健康行動

を実践しやすい健康信念を持っていた。美容認識において、韓国の場合は日本に比べ、

「主観的罹患可能性」と「主観的利得」が強く、実際の美容行動に移りやすい美容信念

を持っていた。  

 

最後に、韓国のヘルスツーリズムにみられる健康・美容認識の分析においては、パン

フレット分析と聞き取り調査を通して日韓のヘルスツアーにおける健康・美容認識を比

較分析することで、韓国の特徴を浮き彫りにした。韓国では、病気のかかりやすさが強

調され、「主観的罹患可能性」がみられるとともに、早期発見の完治率がアピールされ

ており、末期癌などの危険が強調され、「主観的疾患重度」がみられる。また、病気治

療における医療技術のアピールや健康診断の予防効果などといった健康関連行動のメリ

ットと、韓方の美容効果の優秀性や韓国式サウナ・エステによる美肌効果がアピールさ

れており、「主観的利得」が強い。韓国のヘルスツーリズムには韓方の積極的活用によ

る韓方への信頼と、医療や関連施設を多様な形態で美容へ活用しているなど、美容への

こだわりがみられる。このように、朝鮮時代に確立された韓国人の韓方への強い信頼は、

現代の韓国人の健康信念に反映されており、健康信念の中でも「主観的疾患重度」と「主

観的利得」に強い影響を与えている。新羅時代から近代まで存続した霊肉一致思想によ

る美へのこだわりは現在の健康・美容信念にみられる「主観的罹患可能性」と「主観的

利得」に反映されている。現代における「主観的疾患重度」と「主観的利得」はヘルス

ツーリズムの健康関連行動に、「主観的罹患可能性」と「主観的利得」はヘルスツーリ

ズムの美容関連行動により強い影響を与えている。韓国のヘルスツーリズムにみられる可視的

な健康・美容効果に対する期待や、「主観的利得」と「主観的疾患重度」などの健康・美容認識の根底

には、韓方への強い信頼と霊肉一致思想があることが明らかになった。 
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